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取
り
組
み
は
。

学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
及
び

教
育
実
習
を
終
え
た
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
が
あ
る
。
夏
季
休
業

中
等
の
補
習
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
今
年
は
全
て
の
子
ど

も
が
意
欲
を
持
ち
、
主
体
的
に
参

加
で
き
る
よ
う
授
業
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
貧
困
対
策
で
は
、

橿
原
市
退
職
校
園
長
会
が
小
・
中

学
生
と
高
校
生
を
対
象
に
「
か
し

は
ら
校
外
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。

家
庭
の
経
済
力
に
よ
る
学
力

格
差
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
限
ら
ず
学
習
支
援
を
行
う

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
、
学

力
向
上
や
格
差
を
な
く
す
た
め
の

今
後
の
対
応
は
。

い
ろ
ん
な
形
で
の
学
習
支
援

は
必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
学

校
の
意
見
も
聞
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
地

域
人
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援
な

ど
、
他
市
事
例
も
参
考
に
し
て
取

り
組
み
た
い
。

防

災

先
日
の
台
風
２１
号
で
本
市
の

全
避
難
所
が
開
設
さ
れ
て
多
く
の

方
が
避
難
し
た
が
、
そ
の
状
況
と

対
応
は
。

指
定
避
難
所
７
カ
所
に
８１
人
、

ま
た
三
和
澱
粉
の
ご
厚
意
で
地
域

住
民
約
１
０
０
人
が
社
屋
に
避
難

し
た
。
大
和
八
木
駅
で
帰
宅
困
難

者
が
発
生
し
た
た
め
、
ナ
ビ
プ
ラ

ザ
４
階
と
５
階
を
開
放
し
、
約
１

０
０
人
を
受
け
入
れ
た
。

災
害
時
は
小
・
中
学
校
が
避

難
所
と
な
る
が
、
ガ
ラ
ス
や
天
井

な
ど
の
非
構
造
部
材
の
安
全
性
の

確
保
は
。

建
物
内
部
の
非
構
造
部
材
の

破
損
・
落
下
等
を
防
ぐ
た
め
、
文

部
科
学
省
作
成
の
「
非
構
造
部
材

の
日
常
点
検
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
活
用
し
て
点
検
し
、
３
年

に
１
回
、
専
門
業
者
の
点
検
も
実

施
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
よ
り
「
大
規
模

災
害
時
の
学
校
に
お
け
る
避
難
所

運
営
の
協
力
に
関
す
る
留
意
事
項

に
つ
い
て
」
の
通
知
が
来
て
お
り
、

学
校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
避
難
所

運
営
方
針
等
の
整
備
と
教
職
員
へ

の
周
知
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

平
成
２３
年
と
２７
年
に
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
所
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
環
境
に
応
じ
た
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。大

災
害
で
は
安
否
確
認
が
大

変
で
あ
る
。
東
京
都
荒
川
区
で
は

家
の
前
に
「
中
に
い
る
者
は
無
事

で
す
」
と
貼
る
「
災
害
時
安
否
確

認
シ
ー
ル
」
や
、
避
難
者
の
情
報

が
わ
か
る
「
避
難
者
カ
ー
ド
」
を

配
布
し
て
い
る
が
、
導
入
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
。

各
住
宅
の
外
観
か
ら
の
安
否

確
認
は
、
倒
壊
等
の
被
災
を
防
ぐ

面
で
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い

る
が
、
防
犯
上
よ
く
な
い
面
も
あ

る
。
市
内
の
あ
る
自
主
防
災
会
で

は
旗
を
つ
く
り
、
旗
の
色
で
サ
イ

ン
に
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
避

難
者
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
避
難
者

台
帳
の
作
成
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

効
果
的
だ
。
今
後
、
自
主
防
災
会

に
地
域
の
安
否
確
認
用
ツ
ー
ル
と

し
て
紹
介
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
で
手
軽

に
使
え
る
も
の
を
検
討
し
た
い
。 
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新
本
庁
舎
建
設
事
業

本
庁
舎
の
建
設
に
は
、
現
本

庁
舎
南
の
民
有
地
確
保
が
不
可
欠

だ
が
、
現
時
点
の
状
況
は
。

平
成
２９
年
１０
月
末
日
付
で
、

権
利
者
全
員
と
民
有
地
取
得
に
関

す
る
契
約
が
締
結
で
き
た
。
６
軒

の
う
ち
５
軒
の
転
居
が
完
了
し
た

が
、
残
り
１
軒
の
居
住
者
に
は
、

移
転
先
を
早
期
確
保
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
限
り
協
力
し
た
い
。

新
本
庁
舎
建
設
の
現
時
点
で

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

平
成
２２
年
１２
月
策
定
の
「
橿

原
市
新
庁
舎
基
本
構
想
」
で
掲
げ

た
６
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

実
際
に
導
入
す
べ
き
機
能
に
つ
い

て
、
現
在
も
基
本
計
画
を
策
定
す

る
中
で
検
討
し
て
い
る
。
大
和
八

木
駅
南
側
に
は
、
新
分
庁
舎
、
ナ

ビ
プ
ラ
ザ
、
本
庁
舎
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
担
う
機
能
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
庁
舎
は
、
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
市
政
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
、
災
害
活
動
の
拠

点
と
な
る
施
設
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
本
市
の
象
徴
と
な
る
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
必
要

も
あ
る
。
市
民
に
開
か
れ
た
交
流

拠
点
と
し
て
、
市
民
が
本
市
の
魅

力
を
再
認
識
し
、
誇
り
を
持
つ
よ

う
な
本
庁
舎
と
な
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
。

新
本
庁
舎
建
設
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
市
民
か
ら
ど
の
よ
う
な

意
見
が
出
て
い
る
の
か
。

平
成
２９
年
９
月
か
ら
１０
月
に

か
け
て
、
市
内
在
住
１８
歳
以
上
の

２
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
８
５
３
人
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。
建
て
か
え
後
の
庁

舎
に
求
め
る
も
の
は
、「
誰
も
が

使
い
や
す
い
庁
舎
」
７０
％
、「
防

災
拠
点
で
あ
る
こ
と
」
６７
％
、「
コ

ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
」
５１
％
で
あ

っ
た
。
建
て
か
え
後
の
庁
舎
に
加

え
て
ほ
し
い
機
能
は
、「
自
動
販

売
機
の
あ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
ほ
し
い
」
３９
％
、「
観
光
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
ほ
し
い
」
２６
％
で
あ
っ
た
。

意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
基
本

計
画
の
検
討
を
進
め
、
基
本
計
画

の
素
案
を
取
り
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
も
実
施
し
た
い
。

１
棟
建
て
と
２
棟
建
て
の
建

設
案
が
提
示
さ
れ
た
が
、
２
棟
建

て
の
場
合
１
棟
は
議
会
棟
か
。
両

建
設
案
の
コ
ス
ト
の
差
は
。

避難者カード（例）


